
【目標】

・インカム導入における業務の効率化、職員の負担感50％以下

・アンケート調査における、インカム活用による職員の満足度80％以上

令和元年度の使用場面として、

①サービスの質の向上

②業務の効率化(時間の削減)

目標達成度・効果

・従来はPHSを使用し職員間で連絡していたが、インカムを活用することで通話

量や手間が減り、「見守り」「支援」に投入できる時間が増えた。

★離職率　：　0％

②インカムを活用した、地域への発信を中心として使用しました。

・インカムを活用することで利用者にとって静かな環境をつくることができた。

使用場面

介護ロボット等導入効果報告書(令和元年度)

法 　人　 名　　　　　社会福祉法人　鈴鹿福祉会

事業所等名　　　　　特別養護老人ホーム　(介護老人

　　　　　　　　　 　　　福祉施設)　鈴鹿グリーンホーム

記入者職      　　　 いちょうユニットリーダー

インカム

平成31年　4月　1日　～　令和2年　3月　31日

介護ロボット・機器の製品名

事業実施期間

事業実績

(実施回数、参加者数等) 【(事業実施期間内の)実績：インカムを使用した、いちょう・ひのき・かえでユニッ

ト(導入ユニット)職員　計17名】

①スタッフ間の連絡や看護スタッフとの連携改善のため、サービスの質の向上及

び業務効率化、スタッフの負担軽減を図ることを目的として導入しました。

⇒また、職員アンケートの結果インカムを導入することで業務の効率化につながっ

たと感じた職員の割合は100％であった。

⇒また、職員アンケートの結果インカムは有効性が高いと感じた職員の割合は

100％であった。

⇒スタッフ間で協力を依頼する際や聞きたいことがある時など、ある程度の大きさ

の声を出していたがインカムでやり取りすることにより利用者にとって生活音ではな

い雑音が減った。

・介護職員、看護職員が1人1台インカム(計14台)インカムを所持することで、

いつでもどこでも一斉に情報を共有することができるため、共有の手間が省けるだ

けでなく、作業の手を止めることなく情報を共有することができた。



③スタッフの身体的・精神的負担の軽減

④今後の課題

【教育】新人職員に対する教育(使用方法等)

【機能的課題】フック型のイヤホンにすることで使いやすくはなったが、コードが使い

にくいことがあり無線のイヤホンを導入することで使用性が向上すると考えられる。

【運用的課題】各自が一方的に発話するため通話渋滞が生じたことがあった。

通話ルールを定める必要がある。

・体調不良の利用者が発生した際に、インカムを活用することですぐに看護職員

に情報を伝達することができ、スタッフひとりひとりの身体的、精神的負担の軽減

に繋がった。

・インカムの活用をホームページに掲載したり、地域から見学に来ていただいたけ

る方も多く、介護現場のイメージアップや地域への発信に繋がった。


